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小・中学校における 
   特別支援教育支援員の業務推進に関する研究 

―「特別支援教育支援員の業務推進の手引」の作成を通して― 
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｢特別支援教育支援員の業務 

推進の手引｣表紙 

支援員の業務

推進の４つの

要件に対応し

た内容で構成 

特別支援教育支援員について 

研究主題 

支援員やその配置校に多い問題 

・支援員の役割が共通理解されていない 

・支援方針が共有されていない 

・連携がとれた支援が行われていない 

・打ち合わせの時間がとれない 

・支援員に悩みがあっても相談できない 

・支援員の研修の機会がない    等 

支援員の業務推進の4つの要件 

校内特別支援教育体制における支援員の 
位置付けを明確にする 

支援員の具体的な役割や業務を共通理
解する 

担任と連携し，場面や対象児童生徒の 
特性に応じた支援を行う 

支援員の力量アップのための研修を行う 

１ 

２ 

３ 

４ 

｢特別支援教育支援員の業務推進の手引｣ 

要件１ 

要件４ 

要件３ 

要件２ 

配置校が支援員

をより有効に活

用するために，

配置校に向けて

支援員の業務推

進の在り方を示

した「業務推進

の手引」として

作成 

小・中学校に在籍する発達障がいを含む障がいのある子どもたちを適切に支援していくためには，

教師のマンパワーだけでは十分な支援が難しい場合があります。 

そのため，国においては，食事，排泄，教室移動の補助といった学校における日常生活上の介助

や，発達障がいの児童生徒に対する学習活動上のサポートを行う者を，特別支援教育支援員（以下，

支援員）という広い概念で整理し，平成 19年度から地方財政措置を行っています。 

支援員は，通常の学級等の特別支援教育の推進において，重要な役割を担っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援員を校内特別支援教育体制に位置付けた例       支援会議への支援員の参画例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援員の役割や年間業務について，年度当初に検討し，職員間で共通理解をしておく必要があります。

支援員の役割は各市町村の支援員の設置要綱等で示されている役割を基準として，各校が実態に応じた

支援内容を明確にすることが必要です。支援員の役割を明確にすることで，支援員は安心して業務に取

り組むことができ，教職員との連携もスムーズに行うことができます。 

 

 

 

また，保護者への周知を行い，支援員の業務を理解してもらえるような工夫をしましょう。 

 

支援員の中には，校内体制における位置付けが不明確なために，役割が曖昧だったり，他の教職員の

理解が得られなかったりする状況が見受けられます。支援員が有効に機能するためには，管理職のリー

ダーシップの下，全教職員の共通理解を図りながら，支援員を校内体制に明確に位置付けた特別支援教

育体制を整備していくことが求められます。 

 

支援員の業務推進の要件 

校内特別支援教育体制における支援員の位置付けを明確にする 

支援員の具体的な役割や業務を共通理解する 

国が示す支援員の役割例 

●基本的生活習慣確立のための日常生活上の介助 

●発達障がいの児童生徒に対する学習支援 

●学習活動, 教室間移動等における介助 

●児童生徒の健康・安全確保関係 

●運動会（体育大会），学習発表会，修学旅行等の 

学校行事における介助 

●周囲の児童生徒の障がい理解促進 

 

県内の小・中学校への配置状況 

●配置人数  458 名（昨年度比 33名の増加） 

●年間の勤務日数  平均 204 日（144～264 日） 

●一日の勤務時間 

平均約６時間（４～7.75 時間） 

●学校数に対する支援員の配置率   79.8％ 

●支援員の教員免許所持率          49.1％ 

              （H25.5 現在） 

１ 

校 長

生徒指導主事

養護教諭
〈関係機関〉

・特別支援学校

・総合教育センター

・特別支援教育エリアコーディネーター

・医療機関

・発達障がい者支援センター

・地域福祉施設 等

〈校内委員会〉
・支援対象児童生徒の把握

・個別の指導計画，個別の教育

支援計画の検討
・支援方法，役割分担の検討

・関係機関との連携

・支援会議の開催

副校長

学年主任

教務主任 特別支援教育

コーディネーター

全教職員

保護者学級担任

特別支援教育支援員

教育相談担当

支援案の事前検討

生徒指導主事 学年主任

・教育相談担当

・特別支援教育

コーディネーター

気付き

•学級担任

•教科担任

•支援員

•部活動顧問

•スクールカウンセラー等
支援方針の協議

ケースの共有

支援会議

•校長，副校長

•生徒指導主事

•特別支援教育コーディネーター

•学年主任

•教務主任，研究主任

•教育相談担当

•養護教諭

•支援員 等
支援方針の決定

情報共有

支援方針の共有

教育委員会

福祉総合相談センター

保健福祉部児童福祉課

地区交番

民生児童委員

発達障がい者支援センター

総合教育センター

医療機関

特別支援教育

エリアコーディネーター

適応指導教室

必
要
に
応
じ
た
連
携

〈毎週月曜日１校時実施〉

２ 

●校内委員会等での協議 

担当する学級や児童生徒の決定，具体的な支援の明確化，年間勤務計画の立案 

●職員会議での共通理解 

校内委員会等で検討された内容や，支援員の活用上の留意点を記載した資料の作成 

●保護者への周知 

・    ＰＴＡ総会における紹介と業務内容の説明，学校だより等での紹介 

 

年
度
当
初
の
取
組 

●校内委員会等への参加 

 個別の指導計画の作成・活用への参加，支援会議への参加 

●研修会への参加 

支援員の力量アップのために，行政主体の研修会及び校内研修会に参加 

●業務の評価 

管理職や特別支援教育コーディネーター（以下，コーディネーター）による業務の評価，

支援員による自己評価 

 

 

年 

間 

の 

取 

組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援員の動向を記入した週予定表の例             支援員の業務記録の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の指導計画は，担任等と支援員が連携して適切な支援を行うための重要なツールです。個別の指

導計画の中に支援員の役割を位置付けるとともに，計画の評価・改善のために，支援員からの情報を生 

かしていくことが求められます。 

 

担任と連携し，場面や担当児童生徒の特性に応じた支援を行う 

●週予定表への位置付け 

 支援員の動向を週予定表に記入し，職員間で共通理解 

●次週の打ち合わせ 

 支援員とコーディネーターとの打ち合わせの設定，行事予定・時間割変更等の確認 

●情報の集約と伝達 

 支援員が複数の学級に支援に入る場合は，コーディネーターが情報を集約し伝える 

 

 

一

週

間

の
業

務 

●出勤後の打ち合わせ 

 当日の支援を確認する時間の設定（コーディネーター，副校長） 

●支援員と担任との情報交換 

 休み時間等を利用して，伝えたいことに絞って情報交換 

●業務記録の記入と回覧 

 業務記録を書く時間の設定，業務記録の回覧による情報共有，担任やコーディネーターか 

らの連絡を記入 

 

 

 

一 

日 

の 

業 

務 

支援員Ａ 支援員Ｂ 勤務時間

朝 かがやき１

1 特活 特活 特活 特活 特活 特活 特活 特活 特活 特活 特活 かがやき

2 社会 理科 数学 国語 国語 体育 美術 英語 数学 美術 美術 かがやき １－３

3 体育 体育 理科 理科 理科 社会 国語 技術 理科 国語 英語 １年体育 １年体育

4 英語 社会 国語 英語 英語 理科 総合 総合 総合 家庭 家庭 かがやき １－３

5 美術 英語 家庭 体育 体育 英語 数学 国語 技術 数学 国語 １－３

6 国語 数学 体育 総合 総合 総合 英語 数学 国語 総合 総合
放課後

朝 かがやき１

1 美術 技術 体育 技術 国語 体育 理科 社会 英語 社会 理科 かがやき１

2 総合 総合 総合 数学 数学 国語 音楽 数学 体育 国語 かがやき１ かがやき1

3 国語 数学 理科 理科 英語 数学 英語 美術 音楽 自活 かがやき２ かがやき1

4 理科 社会 音楽 社会 理科 家庭 総合 総合 総合 国語 数学 かがやき１ １－３

5 数学 音楽 社会 英語 社会 理科 数学 理科 国語 数学 英語 １－１

6 社会 国語 数学 国語 音楽 社会 国語 英語 数学 理科 社会
放課後

朝 かがやき１ かがやき２

1 理科 国語 美術 数学 数学 技術 体育 体育 英語 数学 国語 かがやき１ １－３

2 技術 社会 国語 理科 家庭 社会 美術 英語 数学 自活 かがやき２ １－１

3 社会 美術 数学 体育 体育 英語 理科 社会 数学 英語 かがやき１ １－３

4
5 美術 英語 家庭 国語 国語 理科 数学 理科 社会 体育 体育
6 国語 数学 体育 社会 理科 数学 英語 数学 理科 音楽 音楽

放課後

かがやき２
支援員動向

２－３ ３－１ ３－２ ３－３ かがやき１１－１ １－２ １－３ ２－１ ２－２

平成２５年度時間割　　　　第３週　　　４／２２～４／２６

月２２日

生徒総会学級審議 打ち合わせ

生活・
作業

支援員Ａ：
８:３０～１３:３０
支援員Ｂ：
８:３０～１３:３０

生活・
作業

２３日 火

２６日 金

支援員Ａ：
８:３０～１３:３０
支援員Ｂ：
９:３０～１４:３０

支援員Ａ：
８:３０～１３:３０
支援員Ｂ：
９:３０～１４:３０

　　　　　　　　　学級
日・曜日・校時

担任やコーデ

ィネーターか

らの連絡欄を

設けることも

有効 

 

 
 

支援員は，支援方法や担任との連携に悩んでいたり，児童生徒 

からの暴言等に心理的負担を感じていたりする場合がありますが， 

勤務時間が限られていることから，相談する時間がとれないとい 

う状況があります。心理的負担の解消のためには，ためらわずに 

相談できる体制の整備や研修内容の検討が必要です。 

 

心理的負担の解消法 

３ 

●相談窓口を明確にする 

●相談しやすい雰囲気づくり 

●面談の機会の設定 

●業務記録への記入 

●支援員同士の情報交換 

●メンタルヘルスに関する研修 

 

 
 

学校という組織の中で，支援員が多くの時間を共 

にするのが学級担任です。担任が支援員の一番の理 

解者になり，様々な場面・方法でコミュニケーショ 

ンをとることが重要です。 

 

 

 

担任との連携の工夫 ●担任による学級経営方針や支援方針の提示 

●児童生徒の情報共有，支援方法の統一，役 

割分担 

●担当児童生徒との良い出会いの場づくり 

●周囲の児童生徒とのかかわり方を共通理解 

●日々の支援の情報共有の仕方を工夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

                             手引ｐ22～32 に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援員の役割を明記した個別の指導計画の例 

支援員は，学校現場における重要な役割を担っているにもかかわらず，研修の機会が保障されにくい

現状にあります。学級担任等と共通の認識をもち，一人一人のニーズに合った適切な支援を行うために

は，必要な時期に一定の研修を受け，支援員の力量を向上していくことが求められます。 

支援員の力量アップのための研修を行う ４ 

個別の指導計画の作成・活用への参画 

① 

•支援員の勤務開始時の打ち合わせ                 

 

② 

•個別の指導計画の作成        

•                        

③ 

•個別の指導計画に基づいた支援の実施 

 

④ 

•学期ごとの評価と計画の改善 

 

⑤ 

•年度末の評価 

 

●支援員との役割分担や支援の場を明記 

●昨年の個別の指導計画の内容を共通理解   

 

●年間を通しての成果と課題を話し合う 

●支援の効果を確認し合い，支援方法を修正 

 

●担任や支援員の支援記録に基づき評価 

●学習面に困難さを抱える児童生徒への支援 

●行動面に困難さを抱える児童生徒への支援 

●一斉指導における個別の支援 

●給食・休み時間等における児童生徒への支援 

 

 

場面や対象児童生徒の特性に応じた支援の具体例 

 

「特別支援教育支援員の業務推進の手引」は，当センターWeb ページに掲載しています。 

研
修
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス 

1学期
具体的支援 役割分担

①担任

　支援員

②支援員

①１日･１時間の内容や時間を記入したスケジュール表を作り，見
通しをもたせる。(支援学級）
②学習のルールや生活のルールが分かるように，視覚的･聴覚的に
指示する。（支援学級、交流学級）

月 行政主体の研修 校内における研修 

４ 研修①勤務開始前の研修 研修①学校勤務開始時の研修 

６  研修②ケース検討 

８ 研修② 

選択講義 

（ベーシック，アドバンス） 

事例紹介，グループ協議， 

個別相談 

 

10  研修③研究授業 

12 研修③ 

選択講義 

（ベーシック，アドバンス） 

事例紹介，グループ協議， 

個別相談 

 

１  研修④ケース検討 

 

・学校組織，運営方

針,年間行事計画，

教育課程 

・該当学年の指導内 

容，担当児童生徒 

の実態，支援内容 

・勤務時間，業務記 

録，個人情報の取 

り扱い，相談窓口  

等 

 

 ・支援員の支援についても記入し

た学習指導案を作成 

・担任と連携した授業の在り方を

協議 

・個別の指導計画等による実態

の共通理解，現在の支援内容 

・支援の成果と課題 

・今後の支援方針等の検討 

平成２５年度　個別の指導計画

記入者 ○○　○○ 記入日 平成25年12月　　日

目標（改善したいこと）
・活動の見通しをもち，落ち着いて活動に参加する。
・学習や生活のルールが分かる。

1学期 経　過
具体的支援 役割分担 当初は，支援員と一緒に朝から

交流学級で活動できたが，運動

会総練習後から，大勢の中で行

動を怖がるようにななった。特

に，挨拶を怖がり，金切り声を

出すことが多くなった。交流学

級へも行きたがらず，支援教室

で様子をうかがって途中から入

るようになった。衝動性や多動

について，巡回相談での指導を

受け，学校体制で病院受診を勧

めた。

①１日･１時間の内容や時間を記入したスケジュール表を作り，見
通しをもたせる。(支援学級）
②学習のルールや生活のルールが分かるように，視覚的･聴覚的に
指示する。（支援学級、交流学級）

①担任

　支援員

②支援員

評　　　　価
①ホワイトボードを活用し，内容を確認することによって学習の流れが分かり国語・算数等に

意欲的に取り組むことができた。予定が途中で変更になっても理由を示すと，理解して対応す

ることができた。

②ルールを絵で表して説明したり、自分の気持ちを示す絵カードを準備したりすることによっ

て、ルールが身についてきている。ルールを守ったときはシールを貼り、できたことが目に見

えるようにした。

２学期 経　過
具体的支援 役割分担 １０月から服薬するようになっ

た。少しずつ落ち着きを示し，

交流学級の体育，図工，生活，

給食，掃除に，挨拶が終わると

すんなり入室できるようになっ

た。２名の支援員が交代で支援

しているため，安心して活動で

きている。学習発表会では，２

学年担任に前もって出番等を相

談し，本人が言える台詞を決め

た。また，その場面だけ出演で

きるように配慮した。

①交流学級の学習内容を事前に打ち合わせ，学習内容を事前に提示
することによって見通しをもたせる。(交流学級)
②なかよし交流会や学習発表会等の行事では関係者との連絡を密に
し，具体的な活動がイメージできるように支援する。（行事）

①担任

交流学級担任

②担任

行事担当者

支援員

評　　　　価
①交流学級の授業に行く前に内容を説明し，意欲を高めるようにした。イヤーマフをすること

も少なくなってきた。授業内容が早めに終わったときは，支援学級に戻り，折り紙やビーズ通

し等の作業をして，気持ちを切り替えるようにした。

②全体の練習の前に支援学級の授業で練習したり，全体練習の初回は見学をしたりして，イメ

ージをもたせるようにした。大勢の中に入るのが苦手なので，本人の意思を確認しながら参加

した。落ち着ける居場所を確保したため，最後まで参加できた。

３学期 経　過
具体的支援 役割分担

①全校朝会や式に参加できるように，内容や居場所を提示して見通
しをもたせる。（支援学級，行事）
②読み聞かせの時間を多く設定し，静かに聞く態度を育てる。（支
援学級）

①担任

　支援員

②支援員

今後の課題

評　　　　価

年間を通しての成果と課題

変容


